
 

第 １ 章  市 勢 の 概 況 

 

第１節 土地・人口・産業等の現状 

１ 都市形態 

 沿岸部には、化学工業、パルプ・紙製造業、繊維工業、医薬品製造業、電気業等の事業

所により臨海工業地帯が形成されている。主要道路は、海岸部に国道188号、錦川沿いに

国道187号、岩国、玖珂、周東地域に国道2号が走っている。さらに岩国、玖珂、周東地

域には山陽自動車道、錦地域には中国自動車道が通っている。 

鉄道は、海岸部に山陽本線、岩国、玖珂、周東地域に岩徳線、錦川沿いに錦川清流線が

走っており、岩国地域には山陽新幹線の新岩国駅がある。また、重要港湾の岩国港、中央

沿岸部には岩国錦帯橋空港、米海兵隊岩国航空基地がある。 

 気象は、平均気温が約 15 度、年降水量が 2,000mm 程度であり、少雨温暖の瀬戸内海性

気候である。 

 

表１ 岩国市の面積等（令和４年10月 1日現在） 

面    積 
市 役 所 の 位 置 広   ぼ   う 

経 度 ・ 緯 度 東  西 南  北 

873.67km2 

東経 132°13’08” 

北緯  34°10’00” 51.2km 54.5km 

岩国市今津町１丁目14番 51号 

 

表２ 岩国市の気象概況（令和４年） 

調査 

地点 

気  温（℃） 平均 
風速 

（m/s） 

降水量(mm) 年 間 
日照時間 
(時間) 

平均 
最高 最低 

年 
日最大 

起日 起日 起日 

岩 国 15.8 
35.7 -3.7 

1.6 1339.0 
218.5 

2206.2 
8 月 9日 2月 21日 9月 19日 

玖 珂 15.5 
36.4 -5.4 

1.2 1521.5 
196.5  

2118.7

  
7 月 1日 1月 1日 9月 19日 

広 瀬 14.9 
37.2 -4.8 

1.0 1729.0 
256.5 

1901.9 
7 月 1日 2月 25日 9月 19日 

羅漢山  
  

 2180.0 
338.5 

 
  8 月 5日 

                      （気象庁気象統計情報） 

 



 

２ 人口及び行政区分 

(1) 人  口   125,437 人 

(2) 人口密度    144 人/km2 

(3) 世 帯 数    63,807 世帯         (令和５年４月1日現在) 

 

  表３ 岩国市の人口の推移（国勢調査）           (各年 10月１日現在) 

年次 

区分 
平成 7 12 17 22 27 令和 2 

人 口 156,347 153,985  149,702   143,857   136,757   129,125  

世帯数  57,090  59,047  59,880   59,486   59,080   57,911  

平成 17年までは、平成18年 3月 20日以降の市域に組み替えた値 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 岩国市行政区分図 

市街化区分 面積(km2) 

行 政 区 域  873.67 

都市計画区域  226.63 

市 街 化 区 域  25.71 

市街化調整区域  53.32 

(令和４年４月１日現在) 



 

第２節 自然環境 

 岩国市は、山口県の瀬戸内海沿岸の東端部に位置し、北部には県内最高峰となる寂地

山をはじめとして1,000m を超える山々が連なる西中国山地国定公園が、中央部の美川町

南桑には国の天然記念物に指定されているカジカガエルの生息地が、沿岸部には瀬戸内

海国立公園がある。 

１ 公園 

 市内には 253 箇所、186.1 ha の公園があり、都市計画区域内人口 1 人あたりの都市公

園面積は15.28m2となっている。 

 

表４ 都市公園とその他の公園の現況          （令和 5年 3月 31日現在） 

種別 

 

項目 

都   市   公   園 その他 

 

の公園 

計 
都市計画区域内住
民１人あたりの都
市公園面積(m2/人) 総合公園 運動公園 地区公園 近隣公園 

街区公園 
含特殊公園 

箇 所 2 2 3 2 188 56 253  

面積(ha) 82.1 47.3 13.44 3.34 28.54 11.42 186.1 15.28 

 

２ 自然休養林（昭和47年 1月 1日林野庁指定） 

 城山自然休養林（278.15 ha）は、錦帯橋の西北に位置しその背景をなし、常緑広葉樹

林で樹種は 200 種余り、林内下層のシダ植物も 100 種に達し、学術的価値も高い。また、

林内には30数種類の鳥獣が生息している。 

 

３ 名水 

 昭和 59 年７月環境庁は全国各地の清澄な自然の水（湧水、河川等）を調査し、全国に

それらを紹介することで国民の水質保全への認識を深め、優良な水環境を積極的に保護し

ていくため「名水百選」を選定した。選定の対象は、 

 ○きれいな水で、古くから生活形態、水利用等において水質保全のための社会的配慮が

払われているもの。 

○湧水等で、ある程度の水量を有する良質なものであり、地域住民等がその保全に力を

入れているもの。 

○いわゆる「名水」として故事来歴を有するもの。 

○その他特に自然性が豊かである、稀少性、特異性等を有するなど優良な水環境として

後世に残したいもの。 

  岩国市内では、「桜井戸」と「寂地川」が選定されている。 

 

 



 

 (1) 桜井戸 

   通津地区の重要な水源としてどんな干ばつにも枯渇することなく、住民や瀬戸内海を

往来する船舶の飲料水や灌漑用水として利用されてきた。現在は、お茶会の水等として

利用されている。井戸は文化遺産として昭和57年に改修され、史跡名水桜井戸保存会及

び地区住民により保全されている。 

年 月 日 経    過    概    要 

S59. 8.21 

59. 9.11 

 

 

60. 1.30 

60. 3.28 

60. 4.22 

 

 

60. 5. 6 

 

 

 

60. 6. 5 

   ～11 

60. 7.22 

 

60.8.2,3 

60. 9. 1 

 

60.12. 6 

 

61.11.17 

62. 3. 1 

H 7. 2 

20. 1.24 

25.10.2 

28.3.3 

29.7.28 

名水百選調査について(依頼)(大気水質第308号) 

名水百選調査について(回答) 岩国市長→県環境部長 

梅津の滝（二鹿）   ・岩国市史に記載 ・二鹿観光協会が保存 

名水桜井戸（通津） ・玖珂郡史に記載 ・通津史跡保存会が保存 

名水百選調査検討会委員現地調査(岡山大学 八木正一教授 他１名) 

環境庁 名水百選に「桜井戸」選定 

「名水百選」の選定通知について(大気水質第82号) 

環境庁水質保全局長（環水規第 61 号昭和 60 年４月 15 日）から山口県

知事宛に選定通知がされた旨の文書添付 

全国名水百選桜井戸選定記念式典（9：30～於 現地）（保存会） 

式 典 1 神事（献茶、報告祭） 

     2 記念碑の除幕 縦 2ｍ 横 60cm 奥行 21cm みかげ石 

     3 記念行事（お茶会、俳句、吟詠、琴曲等） 

「名水百選」写真展示会（パネル写真展示） 

      （展示場所：新宿住友ビル地下１階商店街） 

「桜井戸」名水百選に認定 

「認定書」あり(名水百選認定書交付要領)  

第１回 全国環境保全市町村シンポジウム（於 岐阜県八幡町） 

桜井戸風景入りスタンプ 使用開始（通津郵便局）(0827)-38-1570 

「風景入り通信日付印のしおり」発行  

桜井戸  道路案内標識の設置(国道 188 号線と県道 115 号線通津周東分

岐点・桜井戸前 （山口県道路整備課） 

桜井戸周辺整備工事着手 

桜井戸周辺整備事業竣工 

桜井戸整備工事  

「史跡名水桜井戸保存会」岩国市環境衛生連合会団体表彰 

「史跡名水桜井戸保存会」岩国市清掃行政功労者表彰・岩国市長表彰 

今西孫一翁銅像の設置 

桜井戸整備工事（桜井戸公園トイレ改修等） 



 

 (2) 寂地川 

   錦町の錦川の支流宇佐川の最上流部で西中国山地国定公園内にあり、村人を悩ませた

大蛇を退散させたという「寂地の高僧」と呼ばれる伝説がある。豊富な湧水は地元住民

の飲料水源やわさび栽培に利用されている。地元老人会が清掃管理をしている。 

年 月 日 経    過    概    要 

S59. 8.21 

   9 

 

S60. 1 

   3.28 

   4.22 

 

 

S60. 7.22 

 

H 2. 4 

名水百選調査について(依頼)(大気水質第308号) 

名水百選調査について(回答) 錦町長→県環境部長 

寂地川（錦町） 

名水百選調査検討会委員現地調査 

環境庁 名水百選に「寂地川」選定 

「名水百選」の選定通知について(大気水質第82号) 

環境庁水質保全局長から山口県知事宛に選定通知がされた旨の文書添

付 

「寂地川」名水百選に認定 

「認定書」あり(名水百選認定書交付要領)  

寂地川の上流部にある「寂地峡五竜の滝」が日本の滝百選に認定 

 


